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1数人で埠めを

正対指発式を行っ
頼子ど亀たちが参加しご

どもたちを激励。手どもたちは「中央

息子件も火事が出ないよう、がんばります！」
、ど激柳ここたえました。

草葉納町ホームページアドレス　ht帆／／www・tOW仙a由吼止血wa・わ
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国が行う住宅防音工事では、現状のサッシを撤去し、防音サッシを取付ていますが、住宅

防音工事を実施される方の希望によりr出窓工法」サッシの取付工事も実施しております。

出窓工法サッシ取付とは、現状のサッシをそのまま残して、その窓の外側に防音サッシを

取付る工法です。

出窓式サッシ取付を希望される方（住宅所有者又は借家人）は、住宅の構造及び施工上の

検討等を行う必要がありますので、設計事務所等ともご相談を行って下さい。

なお、住宅防音工事についてのご不明なことや詳細については以下にお問い合わせ下さい。

【住宅防音工事についてのお問い合わせ先】

◎那覇防衛施設局事業部施設対策第三課

住　　所：〒900－8574那覇市久米1－5－16

電話番号：098－868－0174（内線436～440）

◎財団法人防衛施設周辺整備協会沖縄支所

住　　所：〒904－0203嘉手納町字嘉手納605番地

電話番号：098－956－0750（代）
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集団検診等日程表
し平成12年1月16日～平成12年2月15日）

11日 �叫‖ �内　　　　　容 �受付時押 ��� �場　　　所 ��該　当　者 

1／18 �火 �ス　リ　ム　教：や　（7） � �■・l拍 ■・It �l l � �成人嫡愉磨センター ��■J　　　　　民 

1／19 �水 �乳幼児フォロー腱遜 �′l‘・織l l2 ��I I ��総合h柑・ヒ �タ・一・ 隋 �該当者に僻八通知 

1／20 �木 �リ　ハ　ビ　リ　教　鎚 �’卜織1 ��t l �l I �総合鵬れl：七 �タ一一 臍 �■J　　　　拭 健　　膿　　榊　．娩 �～Il �� �〉 I �■J投明保健｝犠 ��■l　　　　　民 

拙　　作　　救　　宰 �′t：－和 一－l ��：tl ：ltI �I �′1臍 ��lJ　　　　　艮 

1／24 �月 �健康糊厳（‖張椚顔） �一二的！ 、ll ��0 0 � �1剛 ��■l　　　　　比 

l／25 �火 �スリ　ム　救　犠　（8） �′＝織1 －－・l ��I �〉 �町役場地ド展示宰 ��■J　　　　　比 

1／27 �木 �リ　ハ　ビ　リ　叔　寮 �11曇l 一二I ��日 日 � �4隋 ��■J　　　　　民 健　　康　　榊　．挟 � �Il旬！ 、11 � �I I �lI役職保健嶋頓 ��町　　　　　民 

操　　体　　裁　　域 �′l二l拍！ 一一11 ��t） ＝ ��・lnl ��町　　　　　民 

1／28 �金 �l墟6　か月児健．珍 �′rItt 、2 ��I I ��総合hl祉・ヒ �クーー 桝 �平成10年5日、6I沌 

2／2 �水 �ツベルクリン反応検査 �’rIt ��日日 ：：1日 ��銅En日加日量七 �タ－ 隋 �生後3か月－3歳妃 

2／3 �木 �リ　ハ　ビ　リ　叔　肇 �11tl ��t l �l I �総合舶祉七 �タ－ 二・ �■J　　　　　比 健　　膿　　軸　．娩 �1㌧前！ 、11 ��り り ��町役壌保健》鎚 ��町　　　　　民 

撫　　体　　教　　宰 � �l拍 一一1 �0 日 ��・111■ ��■J　　　　　民 

2／4 �金 �li　　　　C　　　　（； �丁稚 ��：り ：：1 �I I �総で盲hl絶・ヒ �タ・一 隋 �生後3か月－3歳児 

2／7 �月 �こうのとりクラブ（安虎学抜目1） �’rItl �� �I �総r甘hl袖▲七 �クー 隋 �雅嶋さんとその夫 

2／10 �木 �リ　ハ　ビ　リ　救　肇 �′t二練l �� �l 〉 �搬r書hl柑：一ヒ �タ・一・ 肝 �町　　　　　民 健　　膿　　棚　　汲 �′H的 ‾－】 �� �〉 I �lJ役朋保鯉城宰 ��町　　　　　拭 

撫　　体　　教　　4号 �’トIlil 一一l ��：ニ1 ：：】 �I �総「†IM祉七 �クーー 臍 �■J　　　　　民 

2／14 �月 �こうのとIけラブ（安席学級）（2） �’t二織l �� �〉 ） �総合裾祉セ �タ－ 二▲ �妊嶋さんとその夫 

2／15 �火 �再ツベルクリン反応検査 �’トIt ��：り ：：‡ �I I �総rナIM祉七 �タ一・ 二・ �生後3か月－3歳児 

嘉手納町役場　予防環境課　TEL956－1111（内127）

コンピュータ2000年問題
2000年間題は・・・？

西暦2000年を迎えたときコンピュータシステムが誤作

動し、社会に悪影響をもたらすことが心配されていました。

各家庭においてのトラブルは無かったでしょうか？

本町でもチラシ等により2000年間鰯への対応として以

下の準備を呼びかけていました。

○水（飲み水、トイレ用など）

＊水道水をポリタンク等に備蓄

＊風呂桶に水をためておく（子ども適が誤っておぼれた

りしないよう注意する）

○食　料

＊保存の利くものを多く。

0．軋曜器H

＊炊飯臥　璃気ポットは停亀時には使えません。注意し

ましょう。

○ラジオ

＊乾璃池で使えるものを用意しましょう。

0日忙中

＊2000年間題の影響を受けない移動手段です。手入れ

を行い、修理セットなども用意しておきましょう。

0日動車、パイク等

＊ガソリンは満タンにしておきましょう。

○パソコン

＊メーカーに確認、あるいはホームページを見て対応し

ておきましょう。

＊重要な情報（住所録など）は印刷しておきましょう。

○滝．溝

＊2000年1月111に通誹がHJ能かと確認するのはやめ

ましょう。電話が通じにくくなります。

○肘貯金等
＊念のため咋刺こ受け取る領収発等を保管し、2000年

1月以降に受け取る触収爵等に誤りがないかチェック

しましょう。

りH甘十∵∵∵日用パ十日旧いこりす二．川ぺを卜．Jて∫、ヱCiてい

；・。

嘉手納町西暦2000年対策本部

本部長宮城篤実

本部事務局嘉手納町役場総務課

TEL956－1111（内220、221）

ー13－

平成12年1月1日　、、こ＼二、こ＼ニーこ、く＼二＼こヽこヽこヽ＝叩くさくさくこくコ

嘉手納町長
宮　城　篤　実

皐三量＿二七一山
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税務署からの
お知らせ

確定申告苫（所得税）の作成は
ご自身で肯いて提出は郵送か税務

署窓Uで！

○所得税の確定申告と納税は2月

16日から3月15日まで。

○消費税・地方消費税（個人事業

者）の申告・納税は1月1日か

ら3月31日まで。

広鬱轟でな

沖縄県の霊低賃金
知って偽る？　つもり山や　ためです　忘睡積金

沖縄県内の使用者は、この最低貸金袖より低い代金で労働者を使用する
ことはできません。

沖縄県披低岱金（地域別最低賃金）l噛り．757円、時間額595円、沖縄
根内のすべての労働者及び使用料こ適用されます。ただし、産業別最低賃
金対象業種に適当する嘲斜二は、汲当する撼低賃金が適用されます。
★最低賃金に罪人されない貸金…①鞘皆勤手当、通勤手当及び家族手当
②脚射こ　支払われる鰻金　③1箇月をこえる期間ごとに支払われる貸
金　僅）時間外、休日　労働割増貸金等
★最低賃金に関する問い合わせは、沖縄労働基準局　貸金課
＜増諦098－86B・：i421＞又は最寄りの労働基準監督署へ。

肛ご1㌧1い川いトlJl∴一日■、当　■廿日里畑煩い：；二日1

沖親方肌用・tll H一宮　州仙川l＼，りペコ】ごり：

㌣頼Jt′川・いl・tll．lf’宮　川州HHり一∴J二日リー

．1■′汗的町サ軋＝■H l日日州へ‖7七二誉れ

、車両）川仰．Hl払＝‘、当　仙丹Iヽ‖ヽ・二二二日1

働∴Fj′よ′′こ∴　f吊Hか㌧乞∴∴　り引明牒l論

《沖縄労働基準局・労働基準監督雷》

r九州・沖縄サミットJ
接遇・王買境美化t一般ボランティア募集要言頁

●・二川＿；二、卜‾・■・1　！■・‘・・

＊接遇ボランティア

空港、レセプション会場、プレスセンター等における
飾花、淑茶のサービス業績

＊環境美化ボランティア
暮ミ褒道路、l三要観光地周辺、その他l二葉ポイントを中
心にしたクリーンアップ活動等
＊・般ボランティア

hid以外のボランティア業績
●心付′仁情l川町＿　　LJ卜■，、．Jl

●症軋／、＝＋㍑∵．川ト）．た
●椋、期日」
●lL、巧ノバj

●止、項・け．lい∴ト己壬l

沖縄県サミット推進●ll綴局（根付2肝）
〒900－8570　那軌持泉崎1－2－2

TE1－09と卜866－2558　FAX（）98－866－2568

小■二y∴、＿・’．■・し

沖縄県サミット推進事務局（県庁2附及び14鮮）、各Ili
町村患tI、（肘）沖縄県国際交流財川、（財）沖縄観光
コンベンションビューロー

コザ高校定時制特別募集
特別募集とは、申′7校卒業経や佃により高校へ進学できな
かった九　またはやむを得ず一札校lい遠退やしたんに、南佼教
育を受ける機会をIiえるための制度です。

圧し、堤1′日吉

勤労層で向学心の祓い過年度や業者
仁引用■11明日

中成12年21日gIl（火）′l：後5時まで
21J911（水）午後4時まで

11▲　－川1日

平成12年3月10日（金）1時～3時
（作文・面接で選抜いたします）
（ニ吊かHHj

沖縄鵬立コザ高等学校定時制農作
Ⅷ顔　937・3563（／l：後2時以降）

ヽq　≒－＿　　＿＿＿　　－＿－　　＿

逮大学をこ存じで首か？
差大学（教養学部）平成12年度第1学期学生募集－

やとは？
大平はテレビ・ラジオを利用して授業を行うlE規の通†j
制人・半です。川咋以lJl三やし所定の単位を修得すれば、「学
の学†山肌取得できます。抽広い分野の約300科円を
科目からでも■’羊ぶことができます。

人や誹験はありません。
柑戌以上であれば膿でも全科規穆′l三として人ザできます。
15歳以卜であれは誰でも過料・科目規修′tiとして入学できます。
毎期大学・咋門学校からも：川三次細入やができます。

募根′芋／tミ

全科偵穫′lミ（牛糞を目指す′一㌔／L）
選科履修／l三日咋l甘化学するザ′1ミ）
科口座椎′ト　日学糊問「6カ‖」肘学する′声′と）

日劇受付
ザ成11年12日1511（水）～ヤ成12年2日15日（火）

「教育．訓練給付制度労働人l圭折定北柏」が利川できます。
、り彪膿座の修／要件を満たした場合、ハローワークから教育

訓練給付金として膿座受酢こ係る・部経費が支給されます。

＃人や沼楢等、．洋しいことは募触感耳iをご参照ください。
【萄料．甘求・おl机い合わせ】
放送人′ア沖縄や習センター
〒903・0129西か甜r‘〆下原1番地　TEL098－895・5952

放送人′一声ホームページ　http：／／www．u－atr．ac．jp／hp

習料．溝求フリーダイヤルrH20・86小600

后膵物鞭掘岩試験
武　験11時：勅封2年：川】211川）′Iニ前1．0時間的

昆　鹸　穐　顆：叩穐・乙穐第1－第6類・丙種
成　♯　会　場：南都農林席等サ佼・沖縄lq無人や・北肺よ梓

川等ザ校
宮■1日二裳高等や佼・八嶋山九林高等学校

受験鮎さ受付期間：平成12年1月3111（月）～2月4日（金）

受験案内＃配布先：各消防木鉢・常在　八覗山支げ振興総揚凛
・消防武験研究センター

受検受付方法：受験願さを武♯センターへ郵送又は直接窓
11へ持参（Ⅰ二・日休み）

受験受付場所：（肘）消防絨♯研究センター沖縄県支那
及びお問い合わせ　那覇両地IJl′1詭地　目的会館5隋

一12－

極
東
最
大
の
米
軍
嘉
手
納
基
地
が
構

築
さ
れ
ま
し
た
。
水
に
恵
ま
れ
た
肥

沃
な
農
耕
地
や
家
屋
敷
は
飛
行
場
と

化
し
、
再
び
戻
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

戦
後
の
歩
み

か
つ
て
は
北
谷
村
の
一
行
政
区
で

あ
っ
た
嘉
手
納
は
、
飛
行
場
建
設
に

よ
っ
て
村
域
は
分
断
さ
れ
、
地
域
住

民
は
役
場
へ
の
用
務
や
日
常
の
生
活
、

行
政
運
営
に
つ
い
て
も
極
め
て
不
便

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
昭
和

二
十
三
年
十
二
月
四
日
を
期
し
て
北

谷
村
か
ら
分
離
独
立
し
て
「
嘉
手
納
村
」

と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

当
時
の
人
口
は
約
三
八
〇
〇
人
程

度
で
し
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
し
、
飛
行
場
の
整
備
拡

張
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
工
事
は

嘉
手
納
を
拠
点
に
本
土
の
大
手
建
設

会
社
も
参
入
し
、
先
島
や
南
部
、
北
部
、

奄
美
大
島
等
当
時
の
琉
球
列
島
全
域

か
ら
仕
事
を
求
め
て
人
々
が
集
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
戦
後
の
混
乱
期
は
、

産
業
も
全
く
無
い
時
代
で
誰
で
も
生

き
る
手
段
に
選
択
の
余
地
な
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

基
地
の
拡
張
工
事
が
進
む
に
つ
れ
、

各
積
の
事
業
が
発
生
し
、
昭
和
三
十

年
頃
に
は
人
口
も
す
で
に
一
〇
〇
〇

〇
人
を
越
え
、
関
連
し
て
商
売
も
盛

ん
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
脹
わ
い
は

戦
前
を
凌
ぐ
勢
い
に
ま
で
達
し
、
集

落
も
次
第
に
街
の
か
た
ち
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

宅
地
や
農
地
が
米
軍
に
接
収
さ
れ

基
地
と
な
り
、
人
の
住
む
空
間
は
狭

め
ら
れ
、
爆
音
は
激
し
く
、
し
ば
し

ば
飛
行
機
は
墜
落
し
、
基
地
被
害
は

増
幅
す
る
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
で
も
人
々

は
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

状
況
の
新
た
な
展
開
は
新
し
い
ま

ち
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

人
口
一
四
〇
〇
〇
人
を
越
え
た
と
こ

ろ
で
昭
和
五
十
一
年
一
月
、
「
裏
手
納

村
」
　
か
ら
　
「
嘉
手
納
町
」
　
へ
と
新
た

に
出
発
し
、
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

未
来
に
向
か
っ
て

こ
の
ま
ち
の
　
「
か
た
ち
」
　
は
人
と

時
代
が
創
り
あ
げ
た
も
の
で
す
。
現

在
町
域
は
す
べ
て
区
域
ご
と
に
自
治

会
が
編
成
さ
れ
、
飛
行
場
の
中
な
ど

に
昔
か
ら
あ
っ
た
集
落
は
親
睦
団
体

と
し
て
そ
の
名
残
を
と
ど
め
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
こ
の
町
に
住
む
人
々

は
、
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
が
ど
こ
で

あ
ろ
う
と
町
民
と
し
て
の
仲
間
入
り

て
お
り
ま
す
。
へ

乗
に
向
か
っ

兼
備
は
、
こ

と
な
り
、

が
容
易
で

一
切
あ
り



広義轟でな ＼＼＼＼丁＼＼二＼＼＼N＼＼N＼＼＼＼N　平成12年1月1日

滑だ蓑臥　生活習慣病の予防　芝のI
く丘圧についこ＞

「成人病」が「生活習旧柄」と呼ばれるようになって数年たちますが、食事や運動

のバランスが感くて、健康診奄等で「肥満」や「やや肥満」と判定される方は増えてき

ています。「肥満」によって引き起こされやすくなる症状は、

①高血圧、②高脂血症、③高血糖

等ですが、今回は血圧について戌明します。

右の図のように血柾には「l二」の血h三

（最高血圧）と「F」の血圧（最低血圧）

があります。例えは、「l二」が140で

高血圧の分類　川　二つtt吋1・1郡lココ仁子二に＿ろ

「頂転項　目
謀〕　100　110

書小血圧（拡鼎血圧）「F」が80の場合は、『軽症高血圧』、　　　　　　　　　　単位●mmHg

「上二」が139以下で「下」が89以ドの場合は、『iE常血圧』ということになります。

血圧は測定する度に変わるのが普通です。朝と夜でも違いますし、入浴や運動、糀神的な緊張によってすぐ上がってしま

います。血仕を測定するときは、最低5分くらいは静かにして、それでもまだ高いときには2回、3回とはかってみて一

番低い血圧が正しい血圧だということを覚えておいてください。

血圧が－蒔くなる原因は、肥満や動脈硬化の他に、病紬こよるものもあります。眠れなかったり、心配事があったりしても

血圧が卜がる場合が多いようです。

入浴や喫煙等のすぐあとは血圧が高くなりますので、急いで走ったりせず、心を落ち着けてから血圧を測るようにこころ

がけてください。

もちろんいつも血圧が高いようなら、是非病院で診てもらってください。射ま血址がとがり過ぎないために必要です。血

圧の糞をもらっている方は、医師の指示を守って忘れずに飲んでください。

《健康相．淡Hの案内》
＊毎週木帰日　　　午前9：00－11：30町役場保健室
＊須二・1川11－川　午前9：30～11：00総合福祉センター4階　機能訓練室

C埴闘－fll山西ttj巨；7㍍・l・jけi

Cノヱ亡的隼圭1けl㍑　∵心紆m一’′LiⅢ：1■

最低掃除額　110JHlJ（65歳末満は70川‖）

定額搾除蛎lOnノ川J（65歳未満は50川11）

定率搾除顔　定緬搾除経　、360JJlリ　　25％
～720〃‖　15％

720Jilリ超　5％

C）符flH、的持上ニ1

l：記の公的年金等搾除を行った後、雑所得徹を算
定し、これに他の所得を合わせた後、以卜の所得搾
除を行って．漁税所得を算日。
①老年音掃除　50川り
（年齢65歳以」∴　所得搾除前の合．汁所得顔
1．000ガIlI以下の人に適用）

②配偶者搾除　38J押】
（配偶者が70歳以1二の現行18万日）

③鮒偶揮特別掃除　38川■】
④基礎掃除　38万日
0公l畔右打≠山北板目仇肌
・65歳以上　夫婦：（配偶方が70歳以1．）318．R川り

（配偶者が70歳未満）331．6JJlり

中身：231．2川H
・65歳未満　夫婦：213．7J押】

lp身：111．OJJH

（参考）現役世代（絵一i所得＃）の課税崩供限
夫婦：209．57川】

中身：110．7〃‖ ／
ノ′

老齢年金給付に対する課税の仕組み（所得税）
－11－

平成12年1月1日　M 、＼＼＼＼＼＼＼＼、、、、広義轟でむ

0
　
　
0
　
　
0

■
大
血
圧
（
収
葉
血
圧
）

も
う
す
ぐ
申
告
納
税
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

今
回
初
め
て
申
此
目
さ
れ
る
カ
や
、
初
め
て
年

金
を
受
給
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う

か
ら
、
税
制
の
面
で
公
的
年
金
の
和
利
さ
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
や
相
生
年
金
、
火
済
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
の
保
険
料
は
、
納
め
た
保
険
料

の
金
職
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ます。ま
た
、
公
的
年
金
を
補
完
す
る
公
的
年
金

で
あ
る
、
相
生
年
金
基
金
と
国
民
年
金
基
金

に
つ
い
て
も
、
本
人
n
担
分
は
搾
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
同
氏
年
金
基
金
の

掛
金
は
月
額
六
万
八
、
0
0
0
日
が
限
度
で

す。

∵
万
、
受
け
取
る
年
金
の
カ
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
？
。
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は

雑
所
得
と
し
て
凛
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、

公
的
年
金
は
稼
得
能
力
が
減
退
す
る
時
期
に

あ
る
方
の
生
計
維
持
の
目
的
で
、
公
的
な
社
会

保
険
制
度
か
ら
給
付
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

し
て
、
公
的
年
金
等
控
除
は
六
十
五
歳
以
卜
の

方
の
最
低
控
除
額
は
∵
四
〇
万
円
で
す
が
、
そ

の
は
か
に
各
種
人
的
控
除
も
あ
り
ま
す
の
で
、

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
六
十
丘
歳
以
上
の
夫

軸
の
所
得
税
の
凛
税
最
低
限
度
は
、
配
偶
廟
が

七
卜
歳
以
上
の
場
合
は
∵
．
四
八
ガ
八
、
0
0
0

円
、
配
偶
者
が
ヒ
十
歳
よ
満
の
場
合
は
∵
一
三
四

万
六
、
〇
〇
〇
円
、
六
上
長
臆
以
1
二
の
単
身
井

の
場
合
二
三
四
万
．
、
0
0
0
円
と
な
り
ま
す

課
税
の
仕
組
み
を
．
覧
よ
に
す
る
と
上
の
表

の
と
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
お
住
ま
い
地
を
管
舶
す
る
税
務
署

か
国
税
局
税
務
相
通
疎
へ

【
国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

嘉
手
納
町
役
場
　
保
険
年
金
課
へ
】

轟く
だ
よ
り

毒
の
僻
に
撞
除
が
あ
り
ま
す
呈 ■

－
■
■
『
－

設



広義轟でな平成12年1月1日　、ヾ＼＼「＼∴＼ご、二、－二、⊥＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼二＼t＼＼＼＼＼二＼＼＼＼

＊定例第4土曜日

午後2：00～3：30
おやこ読書サークルの
おはなし広場

田 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

1 

2 �3 �4 �5 �6 �7 �8 

9 �10 �11 �12 �13 �14 �15 

16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 

．霊 �千㌦ �25 �26 �27 �28 �29 

開室時間
○火～金曜日
午前9：30～午後6：00

0土・日曜日
（土）午前10：30～午後4：00

（日）午前9：30～午後4：00
口は体重日

日 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

1 �2 �3 �4 �5 

6 �7 �8 �9 �10 �11 �12 

13 �14 �15 �16 �17 �18 �19 

20 �21 �22 �23 �24 �25 �26 

27 �28 �29 � � � � 

岳今年もどうぞよろしく！！
あけましておめでとうございます。

昨年中は、囲書室をご利用いただきありがとうございました。今年も楽し

い本やためになる本、いろいろそろえて皆さんに読んでもらえるよう頑張

りますのでよろしくお願いします。

・今月のおス蒸絹ヨ。00●●○■盛。。。圃㌘。

平将門が護持した
神宝を現世で狙う書
の手から守れ！将門
の血をひく大学生・
竜野は、夢で滝夜叉
姫のお告げを受け神

聖　喜芸誓歪芸…議言

七倍笠悪罵雲誤認詣
年の攻防を描いたサ
スペンス。

⑳盛
【絵本、児童書】

＊ゲトリンゲルさんの空色のひこうき

＊穴

＊お月さまにとんでいったテーブル

＊ポポがはしった

＊バレエをおとりたかった馬

【芙用言】
＊家庭介護百科

＊キノコおいしい50選

＊できる男は家事も上手い
＊生地を1つおぼえたら

＊あったか食べるみそ汁

【雑誌34種】
＊すてきな奥さん＊主婦の友＊美しい部屋＊オレンジページ＊レタスク

ラブ＊私のカントリー＊おしゃれ工房＊きょうの料理＊たまひよクラブ
＊スクリーン＊VERY＊non－nO＊with＊e’f＊ムー＊メンズnonTnO＊

きょうの健康＊月刊バスケ、サッカー、テニス、etC

〇八七四二一一二
日l二日目日日日月

徳川の陰には柳
生がいた。家康に
大恩を売った柳生
石舟青の野望とは
一体何だったのか？

う工戸を牛耳った「篠
の絆」とは？ま康、

秀忠、東光の徳川
三代・蕪の裏面を
壮大に描いた謀略
ロマン。

【一般書】
＊すっぴん魂・愛印

室井　滋
＊この日、この室、この私

城山三郎
＊聖霊の大地

加賀乙彦
＊男の子女の子

鈴木溝剛
＊おやすみ、夢なき子

赤川次郎

＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼－＼「ヾ＼＼＼　平成12年1月1日広義轟でむ

前
刊

町
侯
の
i
な
行
勃

（
二
月
二
八
R
T
二
一
月
一
五
日
）

一

一

月

一
六
日

一
七
日

一
八
日

二
二
日

一
三
日

二
四
日

二
六
日

二
八
日

一
一
九
日

：〇日

N
T
T
よ
り
地
域
情
報
化
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

県
経
営
者
協
会
「
か
り
ゆ
し
塾
」
　
へ
講
義

県
町
村
会
総
会

基
地
交
付
金
関
係
市
町
村
連
絡
協
議
全

町
良
と
語
る
区
民
の
夕
べ

（
一
一
■
月
九
日
ま
で
各
区
）

中
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
理
悩
会

「
沖
縄
・
2
1
世
紀
へ
の
挑
戦
」
　
フ
ォ
ー
ラ

ム
パ
ネ
リ
ス
ト

県
農
業
開
発
公
社
理
事
会

外
語
鞠
運
営
委
n
会

暴
力
追
放
県
民
入
会

全
国
市
町
村
退
職
手
当
組
合
連
絡
会
議

（
二
九
日
ま
で
）

一
般
質
問
対
策
会
議

比
謝
川
行
政
事
務
糾
合
議
会

都
道
府
県
町
村
会
長
会
議

沖
縄
県
保
育
上
会
へ
講
演

一
二
月
定
例
議
会

老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
の
つ
ど
い

商
工
会
永
年
従
業
n
表
彰
式

県
介
護
保
険
広
域
連
合
股
立
準
備
委
n
会

総
合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会

米
軍
事
故
機
視
察

三
連
協
役
n
会
、
東
手
納
産
地
司
令
官
・

施
設
局
へ
要
請

沖
縄
振
興
開
発
審
議
会伸へドー－．－

文
化
セ
ン
タ
ー
催
物
案
内

l

エ

月
一
五
母
　
島
手
鍋
サ
成
人
式
ヰ

〓
‥
8
　
第
一
九
の
折
本
仝
け
鶏
学
級
合
唱
浴
衣
女

工

　

1

8

　

ア

ェ

メ

ー

レ

i

ン

峡

鼻

「
ハ
ブ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」

チ
A
d
 
L
専
手
鍋
十
号
枚
去
術
瞳
書
を

二
九
白
　
鳥
周
患
古
生
姐
一
9
9
年
争
欠
食
ど
績

広
報
無
線
の
現
状

嘉
手
納
町
広
報
無
線
は
昭
和
五
十
四
年
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
町
役
場
を
親
局
と
し
、

子
局
十
三
カ
所
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
と
お
し
て

放
送
さ
れ
、
災
害
時
な
ど
は
消
防
本
部
か
ら

の
放
送
も
可
能
で
す
。

当
時
の
設
置
目
的
は
『
米
軍
基
地
に
囲
ま

れ
た
本
町
の
特
殊
な
事
情
を
反
映
し
、
防
災

行
政
の
強
化
拡
充
を
図
り
、
自
然
災
害
を
含

む
災
害
時
の
迅
速
な
情
報
伝
達
や
応
急
対
策

に
費
す
る
。
ま
た
、
一
般
行
政
事
務
連
絡
等

に
利
用
す
る
こ
と
で
行
政
事
務
の
能
率
化
、

近
代
化
に
寄
与
す
る
。
』
と
さ
れ
、
加
え
て
『
こ

れ
ま
で
消
防
本
部
か
ら
サ
イ
レ
ン
で
知
ら
せ

て
い
た
時
報
放
送
を
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ

ム
に
改
善
し
ま
し
た
。
』
と
も
述
べ
ら
れ
て
い

ます。し
か
し
、
当
時
の
最
新
鋭
施
設
も
設
置
か

ら
二
〇
年
が
経
過
し
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を

起
こ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
九
年
半
ば
頃
か
ら
夜
間
に
雑
音
が
鳴
る
、

誤
作
動
に
よ
り
関
係
の
な
い
放
送
が
流
れ
る

と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
、
町
民
の
皆
様

に
ご
迷
惑
を
か
け
る
事
態
が
起
こ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
（
中
に
は
人
為
的
ミ
ス
も
あ
り
、

そ
の
点
に
関
し
て
は
紙
面
を
借
り
て
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
）

平
成
十
一
年
に
入
る
と
雑
音
の
苦
情
が
頻

発
す
る
よ
う
に
な
り
、
八
月
に
は
、
三
日
連

続
で
、
し
か
も
真
な
る
場
所
で
の
雑
書
が
発

生
し
、
原
因
の
究
明
と
対
応
策
の
検
討
の
た
め
、

町
役
場
で
は
八
月
十
六
円
か
ら
無
線
放
送
を

全
て
中
止
し
ま
し
た
。

分
か
れ
る
意
見

無
線
の
泉
常
作
動
の
原
因
を
調
査
し
た
結
果
、

機
器
の
老
朽
化
も
一
因
で
は
あ
り
ま
す
が
、

他
の
電
波
に
よ
る
通
信
障
害
が
主
な
原
因
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。

二
〇
年
前
に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
、

携
帯
電
話
の
瞥
及
に
代
表
さ
れ
る
、
今
日
の

情
報
通
信
の
発
達
は
、
思
わ
ぬ
影
響
を
広
報

無
線
に
も
た
ら
し
た
の
で
す
。

さ
て
、
八
月
中
旬
か
ら
無
線
放
送
を
中
止

し
た
こ
と
で
町
役
場
に
は
　
「
時
報
を
鳴
ら
し

て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
。
」
　
「
6
3
0
運
動
（
児

童
へ
の
帰
宅
呼
び
か
け
）
の
放
送
が
な
く
な
っ

て
、
子
ど
も
の
帰
り
が
遅
く
な
っ
た
。
」
　
な
ど

の
苦
情
と
、
放
送
を
再
開
す
る
よ
う
に
と
い

う
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
、
十
一
月

か
ら
行
わ
れ
た
各
区
区
民
と
の
　
「
町
長
と
語

る
夕
べ
」
　
で
も
同
様
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
平
成
十
一
年
十
二
月
一
日
か
ら
、

無
線
放
送
を
　
「
時
報
」
　
と
　
「
6
3
0
運
動
」

に
限
っ
て
再
開
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
無
線
放
送
に
対

し
て
は
別
の
苦
情
も
あ
り
ま
す
。
「
広
報
無
線

放
送
が
う
る
さ
く
て
、
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
。
」
　
「
子
ど
も
が
寝
付
け
な
い
。
」
な
ど
ス
時

報
放
送
を
含
む
）
広
報
無
線
放
送
を
や
め
て
欲

し
い
」
　
と
い
う
意
見
で
す
。

役
場
と
し
て
は
・
・
・
・

広
報
無
線
が
設
置
さ
れ
た
頃
か
ら
、
二
〇

年
以
上
嘉
手
納
町
に
住
ん
で
い
る
方
に
と
っ

て
は
、
広
報
無
線
で
の
放
送
は
生
活
の
一
部

と
し
て
根
付
い
て
お
り
、
無
線
放
送
を
目
安

に
行
動
を
と
る
習
僧
を
も
っ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
嘉
手
納
町
に
新
し
く
居
を
求
め

た
方
な
ど
に
と
っ
て
は
、
突
然
大
音
響
で
鳴

り
響
く
広
報
無
線
は
　
「
耳
障
り
な
や
っ
か
い

も
の
」
　
で
あ
る
こ
と
も
事
実
の
よ
う
で
す
。

両
方
の
意
見
・
要
望
を
ま
え
に
町
役
場
で

は
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

昭
和
五
十
四
年
当
初
の
設
置
目
的
に
も
あ
る

よ
う
に
、
米
軍
基
地
に
囲
ま
れ
た
本
町
の
特

殊
な
事
情
か
ら
、
防
災
行
政
充
実
の
た
め
、

自
然
災
害
を
含
む
災
害
時
の
迅
速
な
情
報
伝

達
や
緊
急
対
策
の
た
め
広
報
無
線
の
必
要
性

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
記
憶
に
新
し
い
阪
神

淡
路
大
東
災
や
台
湾
人
地
震
を
顧
み
る
と
な

お
さ
ら
の
事
で
す
。

そ
こ
で
町
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政

広
報
無
線
を
防
災
行
政
無
線
に
移
行
、
新
し

い
機
器
を
導
入
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
災
害

時
の
情
報
伝
達
と
、
町
民
か
ら
要
望
の
多
か

っ
た
時
報
（
夜
間
、
早
朝
を
除
く
）
と
6
3
0

運
動
の
放
送
等
に
限
定
し
、
か
つ
災
害
時
以

外
は
最
小
限
の
音
星
で
放
送
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
広
報
無
線
で

放
送
し
て
い
た
行
政
情
報
に
つ
い
て
は
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
地
域
情
報
化
シ

ス
テ
ム
を
研
究
、
整
備
し
て
い
く
計
画
で
、

広
報
無
線
放
送
の
利
用
に
つ
い
て
は
極
力
搾

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

町
役
場
で
は
、
広
報
無
線
が
迷
惑
に
な
る

こ
と
な
く
、
安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
施
設
と
な
る
よ
う
、
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

そ
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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研究発表会薗催　　　賢■‘．

▲将来の夢を英語で話しました

沖縄県教看委員会及び嘉手納町教看委員会から「実践研究協力校（園）」

の指定をうけている、屋良小学校と屋艮幼稚園、また裏手納町教育委

員会から研究指定を受けている嘉手納中学校で、去る12月7日研究発

表会が開催されました。この日の発表会では公開授業も行われ、「一人

ひとりがかかや＜屋良っ子　一問題解決的な学習指導を中心に－」を

研究主題にする屋良小学校では外国人教師による授業が、また「あい

さつ上手・絵本大好き　屋良幼稚園」を研究主題とする屋良幼稚園では、

絵本の読み聞かせや外国人教師と一緒に歌やゲームを楽しむ「英語で

遊ぼう」の時間か公開され、参観に訪れた関係者や父母は感心しきり

でした。

彗‾食と綾る夕べ
去る11月18日の西区を皮切りに12月9日まで、「町長と語る区民

の夕べ」が各区コミュニティセンターで開かれました。

普段感じている疑問や要望を直接町長や町役場の職員に話せる機会

とあって、各会場とも多くの町民が訪れ、積極的に意見を述べました。

次々に出される意見や質問に、宮城町長は同行した町役場職員とと

もに丁寧な受け答えを行いました。

－6－
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運
√
∵
チ
ミ
さ
ん

田
包
貌
召
良
房
窃
白

母
子
保
健
推
進
員
と
し
て
、
活
躍
し
て
い
る
運

天
∃
≡
さ
ん
（
両
区
）
か
、
こ
の
た
び
、
母
子
保

健
家
族
計
画
事
業
功
労
者
と
し
て
厚
生
大
臣
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
母
子
保
健
推
進
員
の
厚
生
大
臣

賞
受
賞
は
沖
縄
県
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

運
天
さ
ん
は
昭
和
五
十
年
七
月
「
母
子
保
健
推

進
昌
」
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
妊
娠
や
育
児
に
つ

い
て
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
、
ま
た
地
域
と
役

場
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
を
続
け
る
一
万
、
P

T
A
や
婦
人
会
な
ど
の
役
員
を
つ
と
め
、
そ
の
活

動
を
と
お
し
て
、
児
垂
を
と
り
ま
く
家
庭
・
地
域

社
会
の
環
境
改
善
に
努
力
し
、
子
と
も
た
ち
の
健

全
吉
成
に
工
員
献
し
た
こ
と
か
評
価
さ
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

去
る
十
二
月
十
五
日
に
は
、
中
央
公
民
館
に
あ

い
て
受
賞
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
運
天
さ
ん
は
「
受

賞
は
私
一
人
の
力
で
成
し
え
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
家
族
や
他
の
推
進
員
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん

の
協
力
か
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
「
こ
れ
か
ら
も
自
身
が
健
康
で
あ
る
限
り
（
推

進
員
を
）
　
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
」
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

愛
器
毎
誓
品
要
望
還

家
庭
科
の
授
業
で
「
幼
児
の
お
も
ち
ゃ
『
手
作
り
絵
本
』
」

に
取
り
組
ん
だ
嘉
手
納
中
学
校
三
年
生
の
皆
さ
ん
か
、
裏
手

納
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
に
、
自
分
た
ち
の
作
っ
た
絵
本
を
使

っ
て
、
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
絵
本
大
好
き
、
あ
話
大
好
き
　
裏
手
納
幼
稚
園
」

を
保
音
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
同
幼
稚
園
に
、
授
業
の
一
環

と
し
て
中
学
校
側
か
持
ち
か
け
て
実
現
し
た
も
の
。
日
替
わ

り
で
3
年
生
の
女
子
全
員
か
園
を
訪
問
。
読
み
聞
か
せ
の
後

は
一
緒
に
縄
跳
び
な
ど
で
遊
ん
で
あ
げ
る
な
ど
、
に
ぎ
や
か

な
お
姉
さ
ん
た
ち
の
来
園
に
園
児
た
ち
も
大
喜
び
の
様
子
で

した。読
み
聞
か
せ
最
終
日
と
な
っ
た
十
一
一
月
十
四
日
、
「
歯
太
郎

物
語
」
と
い
う
絵
本
で
、
園
児
た
ち
に
虫
歯
予
防
の
大
切
さ

を
話
し
た
三
年
四
組
仲
宗
棍
あ
や
の
さ
ん
は
「
（
内
容
を
理
解

で
き
た
か
ど
う
か
）
子
と
も
た
ち
に
問
い
か
け
な
か
ら
、
で
き

る
だ
け
大
き
な
声
で
読
み
進
め
る
よ
う
心
か
け
ま
し
た
。
園

児
た
ち
は
真
剣
に
話
し
を
聞
い
て
く
れ
た
し
、
受
け
答
え
も

し
っ
か
り
し
て
い
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
」
と
参
加
後
の
感
想

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
あ
、
生
徒
た
ち
の
作
っ
た
絵
本
は
幼
稚
園
に
寄
贈
さ
れ
、

貸
し
出
し
も
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。



＼＼＼＼＼＼－＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼－＼＼二、こ＼ニーニーこ＼＼ヽこ－こ「＼　平成12年1月1日広義轟でな

会
長
賞
を
受
賞

沖
縄
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
主
催
す
る
「
税
の
作
文
」
　
に
つ
い

て
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
嘉
手
納
中
学
校
三
年
の
吉
濱
麻
木
子
さ
ん
が
連

合
会
長
賞
、
富
間
綾
乃
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

県
内
か
ら
四
〇
〇
〇
点
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
と
い
う
コ
ン
ク
ー

ル
だ
け
に
、
二
人
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
と
し
て
も
う
れ
し
い
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。
受
賞
に
つ
い
て
二
人
は
「
賞
を
も
ら
え
る
と
は
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
う
れ
し
い
。
」
（
吉
濱
さ
ん
）
「
（
作
文
は
）
自
分
な
り
に

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
書
き
ま
し
た
。
受
賞
の
知
ら
せ
に
は
驚
き
ま
し
た
。
」

（
嘗
間
さ
ん
）
　
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

以
下
に
会
長
賞
を
受
賞
し
た
、
吉
濱
麻
木
子
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し

ます。
向
か
っ
て
右
か
ら
吉
濱
さ
ん
と

著
聞
さ
ん

福
祉
と
税
意
手
納
中
学
校
二
年

土
日
　
濱
　
麻
木
子

敬
老
の
口
を
口
前
に
控
え
、
一

年
前
に
祖
父
が
突
然
心
臓
の
病
で

救
急
病
院
に
入
院
し
、
診
断
の
結
果
、

心
筋
梗
塞
で
大
手
術
を
し
、
幸
い

に
も
一
命
を
と
り
と
め
、
家
族
み

ん
な
で
回
む
を
喜
ん
だ
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

そ
の
祖
父
が
退
院
時
の
医
療
費

の
支
払
い
の
際
に
、
三
〇
〇
万
円

以
上
も
か
か
る
と
こ
ろ
を
、
更
生

医
療
制
度
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
負
担
し
て
も
ら

っ
て
、
手
元
か
ら
は
少
な
く
て
す

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
父
か
ら
聞
か

さ
れ
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
町

に
は
素
晴
ら
し
い
制
度
が
あ
る
ん

だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
調

べ
る
と
、
私
た
ち
の
生
活
の
周
り

に
は
、
普
段
特
に
意
識
す
る
こ
と

は
な
い
け
ど
、
生
活
を
支
援
す
る

た
め
に
様
々
な
制
度
が
あ
り
、
生

活
保
護
や
医
療
、
福
祉
な
ど
幅
広

い
社
会
保
障
制
度
と
い
う
も
の
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
も
こ
の
よ
う

な
制
度
の
ほ
と
ん
ど
が
税
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま

し
た
。税
金
と
い
う
と
、
我
が
家
で
は

あ
る
時
期
に
な
る
と
、
両
親
と
祖

父
母
が
税
金
の
申
告
を
す
る
た
め

と
い
っ
て
、
夜
遅
く
か
ら
領
収
吾

の
整
理
や
、
計
算
機
を
持
ち
L
l
i
L

て
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
側
か

ら
見
る
と
、
難
し
そ
う
で
い
て
、

結
構
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。
父
の
話
で
は
、

税
金
は
個
人
の
所
得
に
税
率
を
掛

け
て
算
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
税
金
の
話
し
を
す

る
と
決
ま
っ
て
高
い
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
税
金
で
支
え
ら
れ
て
い
る

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
考
え
る
と
、

父
母
に
は
し
っ
か
り
と
税
金
を
納

め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
テ
レ
ビ
で
よ
く
倒
産
と

か
失
業
、
リ
ス
ト
ラ
と
い
う
言
葉

を
耳
に
し
ま
す
。
今
、
不
況
の
中

で
税
金
も
納
め
づ
ら
く
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
税
金
が
な
く
て
は
、

私
た
ち
の
生
活
が
成
り
立
た
な
く

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
税
金
を
い
か
に
大

切
に
使
う
か
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
税
金
の
使
い
道
に

つ
い
て
は
、
最
初
に
住
比
が
一
番

望
ん
で
い
る
事
業
に
優
先
し
て
使
い
、

後
阿
し
に
で
き
る
も
の
は
後
回
し

に
す
る
な
ど
し
て
、
優
先
順
化
を

考
え
な
が
ら
使
用
す
る
こ
と
が
い

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
不
況
に
よ
っ
て
家
計
が

苦
し
く
な
っ
て
い
る
人
も
大
勢
い

る
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
協
力
し
、

そ
の
よ
う
な
方
々
の
分
も
分
か
ち

合
い
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
困
っ

た
世
帯
の
税
金
の
負
担
を
軽
く
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

税
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
密

着
し
て
い
る
も
の
、
大
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
税
金
に
関
心
を
も
っ
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
朝
も
、
祖
父
が
病
院
に
行
く

と
い
っ
て
医
療
保
険
手
帳
を
探
し

て
い
ま
し
た
が
、
医
療
蕗
も
ほ
と

ん
ど
が
税
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私
は
は
じ
め
、

税
金
に
は
反
対
で
し
た
が
、
た
く

さ
ん
の
車
を
知
っ
て
税
金
の
大
切

さ
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
で
は
心

か
ら
　
「
税
金
あ
り
が
と
う
」
　
と
い

う
気
持
ち
で
す
。
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金色竜遡王冠∈∋琶く∋∈∋　t
去る12月7日、中央公民館において商工会会員が一堂に会し、

「平成11年度商工会会員忘年会」が開かれました。

忘年会と併せ行われた「永年勤続優良従業員」の表彰では、

中小企業庁長官表彰を受けた商工会理事の糸村貴美子さん（役

員功労者）、職員の山城良子さん（優良常勤職員）、同じく職員

で全国商工会連合会会長表彰を受けた我謝靖さん（優良常勤職員）

に伝達表彰が行われ、また町内企業の永年勤続優良従業員とし

て有限会社福地組の亀島廣さん（勤続35年）をはじめ37人の

皆さんが表彰されました。

亀弓Gむモク［声至ヲめ〒む守空室哀話 
町内で活動するボランティアの情報交換・交流親睦を図ろうと、町 　■1社会福祉協譲会主催「出会い・ふれあいグラウンドゴルフ交流会」が ・仁．＿．上磯】こ；‘．‾L＿－12月11日・町陸上競技耶開催されました。 ≠J附し一一塙参≡…：チ≡…≡≡…蓋…蓋言軍票聖霊警二三設L三豊りが ■．で 　団体の部　個人の部 　　優勝自治会長チーム優勝津波古進 

▲　　　　　　　　　　　　2位　老人クラブAチーム　　　2位　宮　城　溝　記 

3位　民生委員Aチーム　　　　3位　町　田　宗　健 

回畠田や喝励くヨ　　左か． 

ー「 l 

…≡≡…警護短篇くま篭諾豊諾禁禁。参乳聖ヰ 
ー8－
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研究発表会薗催　　　賢■‘．

▲将来の夢を英語で話しました

沖縄県教看委員会及び嘉手納町教看委員会から「実践研究協力校（園）」

の指定をうけている、屋良小学校と屋艮幼稚園、また裏手納町教育委

員会から研究指定を受けている嘉手納中学校で、去る12月7日研究発

表会が開催されました。この日の発表会では公開授業も行われ、「一人

ひとりがかかや＜屋良っ子　一問題解決的な学習指導を中心に－」を

研究主題にする屋良小学校では外国人教師による授業が、また「あい

さつ上手・絵本大好き　屋良幼稚園」を研究主題とする屋良幼稚園では、

絵本の読み聞かせや外国人教師と一緒に歌やゲームを楽しむ「英語で

遊ぼう」の時間か公開され、参観に訪れた関係者や父母は感心しきり

でした。

彗‾食と綾る夕べ
去る11月18日の西区を皮切りに12月9日まで、「町長と語る区民

の夕べ」が各区コミュニティセンターで開かれました。

普段感じている疑問や要望を直接町長や町役場の職員に話せる機会

とあって、各会場とも多くの町民が訪れ、積極的に意見を述べました。

次々に出される意見や質問に、宮城町長は同行した町役場職員とと

もに丁寧な受け答えを行いました。

－6－
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麒■轟でな

運
√
∵
チ
ミ
さ
ん

田
包
貌
召
良
房
窃
白

母
子
保
健
推
進
員
と
し
て
、
活
躍
し
て
い
る
運

天
∃
≡
さ
ん
（
両
区
）
か
、
こ
の
た
び
、
母
子
保

健
家
族
計
画
事
業
功
労
者
と
し
て
厚
生
大
臣
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
母
子
保
健
推
進
員
の
厚
生
大
臣

賞
受
賞
は
沖
縄
県
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

運
天
さ
ん
は
昭
和
五
十
年
七
月
「
母
子
保
健
推

進
昌
」
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
妊
娠
や
育
児
に
つ

い
て
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
、
ま
た
地
域
と
役

場
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
を
続
け
る
一
万
、
P

T
A
や
婦
人
会
な
ど
の
役
員
を
つ
と
め
、
そ
の
活

動
を
と
お
し
て
、
児
垂
を
と
り
ま
く
家
庭
・
地
域

社
会
の
環
境
改
善
に
努
力
し
、
子
と
も
た
ち
の
健

全
吉
成
に
工
員
献
し
た
こ
と
か
評
価
さ
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

去
る
十
二
月
十
五
日
に
は
、
中
央
公
民
館
に
あ

い
て
受
賞
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
運
天
さ
ん
は
「
受

賞
は
私
一
人
の
力
で
成
し
え
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
家
族
や
他
の
推
進
員
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん

の
協
力
か
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
「
こ
れ
か
ら
も
自
身
が
健
康
で
あ
る
限
り
（
推

進
員
を
）
　
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
」
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

愛
器
毎
誓
品
要
望
還

家
庭
科
の
授
業
で
「
幼
児
の
お
も
ち
ゃ
『
手
作
り
絵
本
』
」

に
取
り
組
ん
だ
嘉
手
納
中
学
校
三
年
生
の
皆
さ
ん
か
、
裏
手

納
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
に
、
自
分
た
ち
の
作
っ
た
絵
本
を
使

っ
て
、
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
絵
本
大
好
き
、
あ
話
大
好
き
　
裏
手
納
幼
稚
園
」

を
保
音
の
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
同
幼
稚
園
に
、
授
業
の
一
環

と
し
て
中
学
校
側
か
持
ち
か
け
て
実
現
し
た
も
の
。
日
替
わ

り
で
3
年
生
の
女
子
全
員
か
園
を
訪
問
。
読
み
聞
か
せ
の
後

は
一
緒
に
縄
跳
び
な
ど
で
遊
ん
で
あ
げ
る
な
ど
、
に
ぎ
や
か

な
お
姉
さ
ん
た
ち
の
来
園
に
園
児
た
ち
も
大
喜
び
の
様
子
で

した。読
み
聞
か
せ
最
終
日
と
な
っ
た
十
一
一
月
十
四
日
、
「
歯
太
郎

物
語
」
と
い
う
絵
本
で
、
園
児
た
ち
に
虫
歯
予
防
の
大
切
さ

を
話
し
た
三
年
四
組
仲
宗
棍
あ
や
の
さ
ん
は
「
（
内
容
を
理
解

で
き
た
か
ど
う
か
）
子
と
も
た
ち
に
問
い
か
け
な
か
ら
、
で
き

る
だ
け
大
き
な
声
で
読
み
進
め
る
よ
う
心
か
け
ま
し
た
。
園

児
た
ち
は
真
剣
に
話
し
を
聞
い
て
く
れ
た
し
、
受
け
答
え
も

し
っ
か
り
し
て
い
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
」
と
参
加
後
の
感
想

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
あ
、
生
徒
た
ち
の
作
っ
た
絵
本
は
幼
稚
園
に
寄
贈
さ
れ
、

貸
し
出
し
も
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
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＊定例第4土曜日

午後2：00～3：30
おやこ読書サークルの
おはなし広場

田 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

1 

2 �3 �4 �5 �6 �7 �8 

9 �10 �11 �12 �13 �14 �15 

16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 

．霊 �千㌦ �25 �26 �27 �28 �29 

開室時間
○火～金曜日
午前9：30～午後6：00

0土・日曜日
（土）午前10：30～午後4：00

（日）午前9：30～午後4：00
口は体重日

日 �月 �火 �水 �木 �金 �土 

1 �2 �3 �4 �5 

6 �7 �8 �9 �10 �11 �12 

13 �14 �15 �16 �17 �18 �19 

20 �21 �22 �23 �24 �25 �26 

27 �28 �29 � � � � 

岳今年もどうぞよろしく！！
あけましておめでとうございます。

昨年中は、囲書室をご利用いただきありがとうございました。今年も楽し

い本やためになる本、いろいろそろえて皆さんに読んでもらえるよう頑張

りますのでよろしくお願いします。

・今月のおス蒸絹ヨ。00●●○■盛。。。圃㌘。

平将門が護持した
神宝を現世で狙う書
の手から守れ！将門
の血をひく大学生・
竜野は、夢で滝夜叉
姫のお告げを受け神

聖　喜芸誓歪芸…議言

七倍笠悪罵雲誤認詣
年の攻防を描いたサ
スペンス。

⑳盛
【絵本、児童書】

＊ゲトリンゲルさんの空色のひこうき

＊穴

＊お月さまにとんでいったテーブル

＊ポポがはしった

＊バレエをおとりたかった馬

【芙用言】
＊家庭介護百科

＊キノコおいしい50選

＊できる男は家事も上手い
＊生地を1つおぼえたら

＊あったか食べるみそ汁

【雑誌34種】
＊すてきな奥さん＊主婦の友＊美しい部屋＊オレンジページ＊レタスク

ラブ＊私のカントリー＊おしゃれ工房＊きょうの料理＊たまひよクラブ
＊スクリーン＊VERY＊non－nO＊with＊e’f＊ムー＊メンズnonTnO＊

きょうの健康＊月刊バスケ、サッカー、テニス、etC

〇八七四二一一二
日l二日目日日日月

徳川の陰には柳
生がいた。家康に
大恩を売った柳生
石舟青の野望とは
一体何だったのか？

う工戸を牛耳った「篠
の絆」とは？ま康、

秀忠、東光の徳川
三代・蕪の裏面を
壮大に描いた謀略
ロマン。

【一般書】
＊すっぴん魂・愛印

室井　滋
＊この日、この室、この私

城山三郎
＊聖霊の大地

加賀乙彦
＊男の子女の子

鈴木溝剛
＊おやすみ、夢なき子

赤川次郎

＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼－＼「ヾ＼＼＼　平成12年1月1日広義轟でむ

前
刊

町
侯
の
i
な
行
勃

（
二
月
二
八
R
T
二
一
月
一
五
日
）

一

一

月

一
六
日

一
七
日

一
八
日

二
二
日

一
三
日

二
四
日

二
六
日

二
八
日

一
一
九
日

：〇日

N
T
T
よ
り
地
域
情
報
化
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

県
経
営
者
協
会
「
か
り
ゆ
し
塾
」
　
へ
講
義

県
町
村
会
総
会

基
地
交
付
金
関
係
市
町
村
連
絡
協
議
全

町
良
と
語
る
区
民
の
夕
べ

（
一
一
■
月
九
日
ま
で
各
区
）

中
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
理
悩
会

「
沖
縄
・
2
1
世
紀
へ
の
挑
戦
」
　
フ
ォ
ー
ラ

ム
パ
ネ
リ
ス
ト

県
農
業
開
発
公
社
理
事
会

外
語
鞠
運
営
委
n
会

暴
力
追
放
県
民
入
会

全
国
市
町
村
退
職
手
当
組
合
連
絡
会
議

（
二
九
日
ま
で
）

一
般
質
問
対
策
会
議

比
謝
川
行
政
事
務
糾
合
議
会

都
道
府
県
町
村
会
長
会
議

沖
縄
県
保
育
上
会
へ
講
演

一
二
月
定
例
議
会

老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
の
つ
ど
い

商
工
会
永
年
従
業
n
表
彰
式

県
介
護
保
険
広
域
連
合
股
立
準
備
委
n
会

総
合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会

米
軍
事
故
機
視
察

三
連
協
役
n
会
、
東
手
納
産
地
司
令
官
・

施
設
局
へ
要
請

沖
縄
振
興
開
発
審
議
会伸へドー－．－

文
化
セ
ン
タ
ー
催
物
案
内

l

エ

月
一
五
母
　
島
手
鍋
サ
成
人
式
ヰ

〓
‥
8
　
第
一
九
の
折
本
仝
け
鶏
学
級
合
唱
浴
衣
女

工

　

1

8

　

ア

ェ

メ

ー

レ

i

ン

峡

鼻

「
ハ
ブ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」

チ
A
d
 
L
専
手
鍋
十
号
枚
去
術
瞳
書
を

二
九
白
　
鳥
周
患
古
生
姐
一
9
9
年
争
欠
食
ど
績

広
報
無
線
の
現
状

嘉
手
納
町
広
報
無
線
は
昭
和
五
十
四
年
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
町
役
場
を
親
局
と
し
、

子
局
十
三
カ
所
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
と
お
し
て

放
送
さ
れ
、
災
害
時
な
ど
は
消
防
本
部
か
ら

の
放
送
も
可
能
で
す
。

当
時
の
設
置
目
的
は
『
米
軍
基
地
に
囲
ま

れ
た
本
町
の
特
殊
な
事
情
を
反
映
し
、
防
災

行
政
の
強
化
拡
充
を
図
り
、
自
然
災
害
を
含

む
災
害
時
の
迅
速
な
情
報
伝
達
や
応
急
対
策

に
費
す
る
。
ま
た
、
一
般
行
政
事
務
連
絡
等

に
利
用
す
る
こ
と
で
行
政
事
務
の
能
率
化
、

近
代
化
に
寄
与
す
る
。
』
と
さ
れ
、
加
え
て
『
こ

れ
ま
で
消
防
本
部
か
ら
サ
イ
レ
ン
で
知
ら
せ

て
い
た
時
報
放
送
を
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ

ム
に
改
善
し
ま
し
た
。
』
と
も
述
べ
ら
れ
て
い

ます。し
か
し
、
当
時
の
最
新
鋭
施
設
も
設
置
か

ら
二
〇
年
が
経
過
し
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を

起
こ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
九
年
半
ば
頃
か
ら
夜
間
に
雑
音
が
鳴
る
、

誤
作
動
に
よ
り
関
係
の
な
い
放
送
が
流
れ
る

と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
、
町
民
の
皆
様

に
ご
迷
惑
を
か
け
る
事
態
が
起
こ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
（
中
に
は
人
為
的
ミ
ス
も
あ
り
、

そ
の
点
に
関
し
て
は
紙
面
を
借
り
て
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
）

平
成
十
一
年
に
入
る
と
雑
音
の
苦
情
が
頻

発
す
る
よ
う
に
な
り
、
八
月
に
は
、
三
日
連

続
で
、
し
か
も
真
な
る
場
所
で
の
雑
書
が
発

生
し
、
原
因
の
究
明
と
対
応
策
の
検
討
の
た
め
、

町
役
場
で
は
八
月
十
六
円
か
ら
無
線
放
送
を

全
て
中
止
し
ま
し
た
。

分
か
れ
る
意
見

無
線
の
泉
常
作
動
の
原
因
を
調
査
し
た
結
果
、

機
器
の
老
朽
化
も
一
因
で
は
あ
り
ま
す
が
、

他
の
電
波
に
よ
る
通
信
障
害
が
主
な
原
因
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。

二
〇
年
前
に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
、

携
帯
電
話
の
瞥
及
に
代
表
さ
れ
る
、
今
日
の

情
報
通
信
の
発
達
は
、
思
わ
ぬ
影
響
を
広
報

無
線
に
も
た
ら
し
た
の
で
す
。

さ
て
、
八
月
中
旬
か
ら
無
線
放
送
を
中
止

し
た
こ
と
で
町
役
場
に
は
　
「
時
報
を
鳴
ら
し

て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
。
」
　
「
6
3
0
運
動
（
児

童
へ
の
帰
宅
呼
び
か
け
）
の
放
送
が
な
く
な
っ

て
、
子
ど
も
の
帰
り
が
遅
く
な
っ
た
。
」
　
な
ど

の
苦
情
と
、
放
送
を
再
開
す
る
よ
う
に
と
い

う
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
、
十
一
月

か
ら
行
わ
れ
た
各
区
区
民
と
の
　
「
町
長
と
語

る
夕
べ
」
　
で
も
同
様
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
平
成
十
一
年
十
二
月
一
日
か
ら
、

無
線
放
送
を
　
「
時
報
」
　
と
　
「
6
3
0
運
動
」

に
限
っ
て
再
開
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
無
線
放
送
に
対

し
て
は
別
の
苦
情
も
あ
り
ま
す
。
「
広
報
無
線

放
送
が
う
る
さ
く
て
、
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
。
」
　
「
子
ど
も
が
寝
付
け
な
い
。
」
な
ど
ス
時

報
放
送
を
含
む
）
広
報
無
線
放
送
を
や
め
て
欲

し
い
」
　
と
い
う
意
見
で
す
。

役
場
と
し
て
は
・
・
・
・

広
報
無
線
が
設
置
さ
れ
た
頃
か
ら
、
二
〇

年
以
上
嘉
手
納
町
に
住
ん
で
い
る
方
に
と
っ

て
は
、
広
報
無
線
で
の
放
送
は
生
活
の
一
部

と
し
て
根
付
い
て
お
り
、
無
線
放
送
を
目
安

に
行
動
を
と
る
習
僧
を
も
っ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
嘉
手
納
町
に
新
し
く
居
を
求
め

た
方
な
ど
に
と
っ
て
は
、
突
然
大
音
響
で
鳴

り
響
く
広
報
無
線
は
　
「
耳
障
り
な
や
っ
か
い

も
の
」
　
で
あ
る
こ
と
も
事
実
の
よ
う
で
す
。

両
方
の
意
見
・
要
望
を
ま
え
に
町
役
場
で

は
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

昭
和
五
十
四
年
当
初
の
設
置
目
的
に
も
あ
る

よ
う
に
、
米
軍
基
地
に
囲
ま
れ
た
本
町
の
特

殊
な
事
情
か
ら
、
防
災
行
政
充
実
の
た
め
、

自
然
災
害
を
含
む
災
害
時
の
迅
速
な
情
報
伝

達
や
緊
急
対
策
の
た
め
広
報
無
線
の
必
要
性

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
記
憶
に
新
し
い
阪
神

淡
路
大
東
災
や
台
湾
人
地
震
を
顧
み
る
と
な

お
さ
ら
の
事
で
す
。

そ
こ
で
町
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政

広
報
無
線
を
防
災
行
政
無
線
に
移
行
、
新
し

い
機
器
を
導
入
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
災
害

時
の
情
報
伝
達
と
、
町
民
か
ら
要
望
の
多
か

っ
た
時
報
（
夜
間
、
早
朝
を
除
く
）
と
6
3
0

運
動
の
放
送
等
に
限
定
し
、
か
つ
災
害
時
以

外
は
最
小
限
の
音
星
で
放
送
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
広
報
無
線
で

放
送
し
て
い
た
行
政
情
報
に
つ
い
て
は
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
地
域
情
報
化
シ

ス
テ
ム
を
研
究
、
整
備
し
て
い
く
計
画
で
、

広
報
無
線
放
送
の
利
用
に
つ
い
て
は
極
力
搾

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

町
役
場
で
は
、
広
報
無
線
が
迷
惑
に
な
る

こ
と
な
く
、
安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
施
設
と
な
る
よ
う
、
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

そ
の
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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滑だ蓑臥　生活習慣病の予防　芝のI
く丘圧についこ＞

「成人病」が「生活習旧柄」と呼ばれるようになって数年たちますが、食事や運動

のバランスが感くて、健康診奄等で「肥満」や「やや肥満」と判定される方は増えてき

ています。「肥満」によって引き起こされやすくなる症状は、

①高血圧、②高脂血症、③高血糖

等ですが、今回は血圧について戌明します。

右の図のように血柾には「l二」の血h三

（最高血圧）と「F」の血圧（最低血圧）

があります。例えは、「l二」が140で

高血圧の分類　川　二つtt吋1・1郡lココ仁子二に＿ろ

「頂転項　目
謀〕　100　110

書小血圧（拡鼎血圧）「F」が80の場合は、『軽症高血圧』、　　　　　　　　　　単位●mmHg

「上二」が139以下で「下」が89以ドの場合は、『iE常血圧』ということになります。

血圧は測定する度に変わるのが普通です。朝と夜でも違いますし、入浴や運動、糀神的な緊張によってすぐ上がってしま

います。血仕を測定するときは、最低5分くらいは静かにして、それでもまだ高いときには2回、3回とはかってみて一

番低い血圧が正しい血圧だということを覚えておいてください。

血圧が－蒔くなる原因は、肥満や動脈硬化の他に、病紬こよるものもあります。眠れなかったり、心配事があったりしても

血圧が卜がる場合が多いようです。

入浴や喫煙等のすぐあとは血圧が高くなりますので、急いで走ったりせず、心を落ち着けてから血圧を測るようにこころ

がけてください。

もちろんいつも血圧が高いようなら、是非病院で診てもらってください。射ま血址がとがり過ぎないために必要です。血

圧の糞をもらっている方は、医師の指示を守って忘れずに飲んでください。

《健康相．淡Hの案内》
＊毎週木帰日　　　午前9：00－11：30町役場保健室
＊須二・1川11－川　午前9：30～11：00総合福祉センター4階　機能訓練室

C埴闘－fll山西ttj巨；7㍍・l・jけi

Cノヱ亡的隼圭1けl㍑　∵心紆m一’′LiⅢ：1■

最低掃除額　110JHlJ（65歳末満は70川‖）

定額搾除蛎lOnノ川J（65歳未満は50川11）

定率搾除顔　定緬搾除経　、360JJlリ　　25％
～720〃‖　15％

720Jilリ超　5％

C）符flH、的持上ニ1

l：記の公的年金等搾除を行った後、雑所得徹を算
定し、これに他の所得を合わせた後、以卜の所得搾
除を行って．漁税所得を算日。
①老年音掃除　50川り
（年齢65歳以」∴　所得搾除前の合．汁所得顔
1．000ガIlI以下の人に適用）

②配偶者搾除　38J押】
（配偶者が70歳以1二の現行18万日）

③鮒偶揮特別掃除　38川■】
④基礎掃除　38万日
0公l畔右打≠山北板目仇肌
・65歳以上　夫婦：（配偶方が70歳以1．）318．R川り

（配偶者が70歳未満）331．6JJlり

中身：231．2川H
・65歳未満　夫婦：213．7J押】

lp身：111．OJJH

（参考）現役世代（絵一i所得＃）の課税崩供限
夫婦：209．57川】

中身：110．7〃‖ ／
ノ′

老齢年金給付に対する課税の仕組み（所得税）
－11－

平成12年1月1日　M 、＼＼＼＼＼＼＼＼、、、、広義轟でむ

0
　
　
0
　
　
0

■
大
血
圧
（
収
葉
血
圧
）

も
う
す
ぐ
申
告
納
税
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

今
回
初
め
て
申
此
目
さ
れ
る
カ
や
、
初
め
て
年

金
を
受
給
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う

か
ら
、
税
制
の
面
で
公
的
年
金
の
和
利
さ
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
や
相
生
年
金
、
火
済
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
の
保
険
料
は
、
納
め
た
保
険
料

の
金
職
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ます。ま
た
、
公
的
年
金
を
補
完
す
る
公
的
年
金

で
あ
る
、
相
生
年
金
基
金
と
国
民
年
金
基
金

に
つ
い
て
も
、
本
人
n
担
分
は
搾
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
同
氏
年
金
基
金
の

掛
金
は
月
額
六
万
八
、
0
0
0
日
が
限
度
で

す。

∵
万
、
受
け
取
る
年
金
の
カ
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
？
。
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は

雑
所
得
と
し
て
凛
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、

公
的
年
金
は
稼
得
能
力
が
減
退
す
る
時
期
に

あ
る
方
の
生
計
維
持
の
目
的
で
、
公
的
な
社
会

保
険
制
度
か
ら
給
付
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

し
て
、
公
的
年
金
等
控
除
は
六
十
五
歳
以
卜
の

方
の
最
低
控
除
額
は
∵
四
〇
万
円
で
す
が
、
そ

の
は
か
に
各
種
人
的
控
除
も
あ
り
ま
す
の
で
、

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
六
十
丘
歳
以
上
の
夫

軸
の
所
得
税
の
凛
税
最
低
限
度
は
、
配
偶
廟
が

七
卜
歳
以
上
の
場
合
は
∵
．
四
八
ガ
八
、
0
0
0

円
、
配
偶
者
が
ヒ
十
歳
よ
満
の
場
合
は
∵
一
三
四

万
六
、
〇
〇
〇
円
、
六
上
長
臆
以
1
二
の
単
身
井

の
場
合
二
三
四
万
．
、
0
0
0
円
と
な
り
ま
す

課
税
の
仕
組
み
を
．
覧
よ
に
す
る
と
上
の
表

の
と
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
お
住
ま
い
地
を
管
舶
す
る
税
務
署

か
国
税
局
税
務
相
通
疎
へ

【
国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

嘉
手
納
町
役
場
　
保
険
年
金
課
へ
】

轟く
だ
よ
り

毒
の
僻
に
撞
除
が
あ
り
ま
す
呈 ■

－
■
■
『
－

設
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税務署からの
お知らせ

確定申告苫（所得税）の作成は
ご自身で肯いて提出は郵送か税務

署窓Uで！

○所得税の確定申告と納税は2月

16日から3月15日まで。

○消費税・地方消費税（個人事業

者）の申告・納税は1月1日か

ら3月31日まで。

広鬱轟でな

沖縄県の霊低賃金
知って偽る？　つもり山や　ためです　忘睡積金

沖縄県内の使用者は、この最低貸金袖より低い代金で労働者を使用する
ことはできません。

沖縄県披低岱金（地域別最低賃金）l噛り．757円、時間額595円、沖縄
根内のすべての労働者及び使用料こ適用されます。ただし、産業別最低賃
金対象業種に適当する嘲斜二は、汲当する撼低賃金が適用されます。
★最低賃金に罪人されない貸金…①鞘皆勤手当、通勤手当及び家族手当
②脚射こ　支払われる鰻金　③1箇月をこえる期間ごとに支払われる貸
金　僅）時間外、休日　労働割増貸金等
★最低賃金に関する問い合わせは、沖縄労働基準局　貸金課
＜増諦098－86B・：i421＞又は最寄りの労働基準監督署へ。

肛ご1㌧1い川いトlJl∴一日■、当　■廿日里畑煩い：；二日1

沖親方肌用・tll H一宮　州仙川l＼，りペコ】ごり：

㌣頼Jt′川・いl・tll．lf’宮　川州HHり一∴J二日リー

．1■′汗的町サ軋＝■H l日日州へ‖7七二誉れ

、車両）川仰．Hl払＝‘、当　仙丹Iヽ‖ヽ・二二二日1

働∴Fj′よ′′こ∴　f吊Hか㌧乞∴∴　り引明牒l論

《沖縄労働基準局・労働基準監督雷》

r九州・沖縄サミットJ
接遇・王買境美化t一般ボランティア募集要言頁

●・二川＿；二、卜‾・■・1　！■・‘・・

＊接遇ボランティア

空港、レセプション会場、プレスセンター等における
飾花、淑茶のサービス業績

＊環境美化ボランティア
暮ミ褒道路、l三要観光地周辺、その他l二葉ポイントを中
心にしたクリーンアップ活動等
＊・般ボランティア

hid以外のボランティア業績
●心付′仁情l川町＿　　LJ卜■，、．Jl

●症軋／、＝＋㍑∵．川ト）．た
●椋、期日」
●lL、巧ノバj

●止、項・け．lい∴ト己壬l

沖縄県サミット推進●ll綴局（根付2肝）
〒900－8570　那軌持泉崎1－2－2

TE1－09と卜866－2558　FAX（）98－866－2568

小■二y∴、＿・’．■・し

沖縄県サミット推進事務局（県庁2附及び14鮮）、各Ili
町村患tI、（肘）沖縄県国際交流財川、（財）沖縄観光
コンベンションビューロー

コザ高校定時制特別募集
特別募集とは、申′7校卒業経や佃により高校へ進学できな
かった九　またはやむを得ず一札校lい遠退やしたんに、南佼教
育を受ける機会をIiえるための制度です。

圧し、堤1′日吉

勤労層で向学心の祓い過年度や業者
仁引用■11明日

中成12年21日gIl（火）′l：後5時まで
21J911（水）午後4時まで

11▲　－川1日

平成12年3月10日（金）1時～3時
（作文・面接で選抜いたします）
（ニ吊かHHj

沖縄鵬立コザ高等学校定時制農作
Ⅷ顔　937・3563（／l：後2時以降）

ヽq　≒－＿　　＿＿＿　　－＿－　　＿

逮大学をこ存じで首か？
差大学（教養学部）平成12年度第1学期学生募集－

やとは？
大平はテレビ・ラジオを利用して授業を行うlE規の通†j
制人・半です。川咋以lJl三やし所定の単位を修得すれば、「学
の学†山肌取得できます。抽広い分野の約300科円を
科目からでも■’羊ぶことができます。

人や誹験はありません。
柑戌以上であれば膿でも全科規穆′l三として人ザできます。
15歳以卜であれは誰でも過料・科目規修′tiとして入学できます。
毎期大学・咋門学校からも：川三次細入やができます。

募根′芋／tミ

全科偵穫′lミ（牛糞を目指す′一㌔／L）
選科履修／l三日咋l甘化学するザ′1ミ）
科口座椎′ト　日学糊問「6カ‖」肘学する′声′と）

日劇受付
ザ成11年12日1511（水）～ヤ成12年2日15日（火）

「教育．訓練給付制度労働人l圭折定北柏」が利川できます。
、り彪膿座の修／要件を満たした場合、ハローワークから教育

訓練給付金として膿座受酢こ係る・部経費が支給されます。

＃人や沼楢等、．洋しいことは募触感耳iをご参照ください。
【萄料．甘求・おl机い合わせ】
放送人′ア沖縄や習センター
〒903・0129西か甜r‘〆下原1番地　TEL098－895・5952

放送人′一声ホームページ　http：／／www．u－atr．ac．jp／hp

習料．溝求フリーダイヤルrH20・86小600

后膵物鞭掘岩試験
武　験11時：勅封2年：川】211川）′Iニ前1．0時間的

昆　鹸　穐　顆：叩穐・乙穐第1－第6類・丙種
成　♯　会　場：南都農林席等サ佼・沖縄lq無人や・北肺よ梓

川等ザ校
宮■1日二裳高等や佼・八嶋山九林高等学校

受験鮎さ受付期間：平成12年1月3111（月）～2月4日（金）

受験案内＃配布先：各消防木鉢・常在　八覗山支げ振興総揚凛
・消防武験研究センター

受検受付方法：受験願さを武♯センターへ郵送又は直接窓
11へ持参（Ⅰ二・日休み）

受験受付場所：（肘）消防絨♯研究センター沖縄県支那
及びお問い合わせ　那覇両地IJl′1詭地　目的会館5隋

一12－

極
東
最
大
の
米
軍
嘉
手
納
基
地
が
構

築
さ
れ
ま
し
た
。
水
に
恵
ま
れ
た
肥

沃
な
農
耕
地
や
家
屋
敷
は
飛
行
場
と

化
し
、
再
び
戻
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

戦
後
の
歩
み

か
つ
て
は
北
谷
村
の
一
行
政
区
で

あ
っ
た
嘉
手
納
は
、
飛
行
場
建
設
に

よ
っ
て
村
域
は
分
断
さ
れ
、
地
域
住

民
は
役
場
へ
の
用
務
や
日
常
の
生
活
、

行
政
運
営
に
つ
い
て
も
極
め
て
不
便

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
昭
和

二
十
三
年
十
二
月
四
日
を
期
し
て
北

谷
村
か
ら
分
離
独
立
し
て
「
嘉
手
納
村
」

と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

当
時
の
人
口
は
約
三
八
〇
〇
人
程

度
で
し
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
し
、
飛
行
場
の
整
備
拡

張
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
工
事
は

嘉
手
納
を
拠
点
に
本
土
の
大
手
建
設

会
社
も
参
入
し
、
先
島
や
南
部
、
北
部
、

奄
美
大
島
等
当
時
の
琉
球
列
島
全
域

か
ら
仕
事
を
求
め
て
人
々
が
集
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
戦
後
の
混
乱
期
は
、

産
業
も
全
く
無
い
時
代
で
誰
で
も
生

き
る
手
段
に
選
択
の
余
地
な
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

基
地
の
拡
張
工
事
が
進
む
に
つ
れ
、

各
積
の
事
業
が
発
生
し
、
昭
和
三
十

年
頃
に
は
人
口
も
す
で
に
一
〇
〇
〇

〇
人
を
越
え
、
関
連
し
て
商
売
も
盛

ん
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
脹
わ
い
は

戦
前
を
凌
ぐ
勢
い
に
ま
で
達
し
、
集

落
も
次
第
に
街
の
か
た
ち
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

宅
地
や
農
地
が
米
軍
に
接
収
さ
れ

基
地
と
な
り
、
人
の
住
む
空
間
は
狭

め
ら
れ
、
爆
音
は
激
し
く
、
し
ば
し

ば
飛
行
機
は
墜
落
し
、
基
地
被
害
は

増
幅
す
る
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
で
も
人
々

は
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

状
況
の
新
た
な
展
開
は
新
し
い
ま

ち
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

人
口
一
四
〇
〇
〇
人
を
越
え
た
と
こ

ろ
で
昭
和
五
十
一
年
一
月
、
「
裏
手
納

村
」
　
か
ら
　
「
嘉
手
納
町
」
　
へ
と
新
た

に
出
発
し
、
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

未
来
に
向
か
っ
て

こ
の
ま
ち
の
　
「
か
た
ち
」
　
は
人
と

時
代
が
創
り
あ
げ
た
も
の
で
す
。
現

在
町
域
は
す
べ
て
区
域
ご
と
に
自
治

会
が
編
成
さ
れ
、
飛
行
場
の
中
な
ど

に
昔
か
ら
あ
っ
た
集
落
は
親
睦
団
体

と
し
て
そ
の
名
残
を
と
ど
め
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
こ
の
町
に
住
む
人
々

は
、
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
が
ど
こ
で

あ
ろ
う
と
町
民
と
し
て
の
仲
間
入
り

て
お
り
ま
す
。
へ

乗
に
向
か
っ

兼
備
は
、
こ

と
な
り
、

が
容
易
で

一
切
あ
り



広義轟でな ＼＼＼＼＼＼＼丁＼N＼＼＿＼＼＼＼＼二＼＼＼＼＼＼「＼「＼」＼＼　平成12年1月1日

集団検診等日程表
し平成12年1月16日～平成12年2月15日）

11日 �叫‖ �内　　　　　容 �受付時押 ��� �場　　　所 ��該　当　者 

1／18 �火 �ス　リ　ム　教：や　（7） � �■・l拍 ■・It �l l � �成人嫡愉磨センター ��■J　　　　　民 

1／19 �水 �乳幼児フォロー腱遜 �′l‘・織l l2 ��I I ��総合h柑・ヒ �タ・一・ 隋 �該当者に僻八通知 

1／20 �木 �リ　ハ　ビ　リ　教　鎚 �’卜織1 ��t l �l I �総合鵬れl：七 �タ一一 臍 �■J　　　　拭 健　　膿　　榊　．娩 �～Il �� �〉 I �■J投明保健｝犠 ��■l　　　　　民 

拙　　作　　救　　宰 �′t：－和 一－l ��：tl ：ltI �I �′1臍 ��lJ　　　　　艮 

1／24 �月 �健康糊厳（‖張椚顔） �一二的！ 、ll ��0 0 � �1剛 ��■l　　　　　比 

l／25 �火 �スリ　ム　救　犠　（8） �′＝織1 －－・l ��I �〉 �町役場地ド展示宰 ��■J　　　　　比 

1／27 �木 �リ　ハ　ビ　リ　叔　寮 �11曇l 一二I ��日 日 � �4隋 ��■J　　　　　民 健　　康　　榊　．挟 � �Il旬！ 、11 � �I I �lI役職保健嶋頓 ��町　　　　　民 

操　　体　　裁　　域 �′l二l拍！ 一一11 ��t） ＝ ��・lnl ��町　　　　　民 

1／28 �金 �l墟6　か月児健．珍 �′rItt 、2 ��I I ��総合hl祉・ヒ �クーー 桝 �平成10年5日、6I沌 

2／2 �水 �ツベルクリン反応検査 �’rIt ��日日 ：：1日 ��銅En日加日量七 �タ－ 隋 �生後3か月－3歳妃 

2／3 �木 �リ　ハ　ビ　リ　叔　肇 �11tl ��t l �l I �総合舶祉七 �タ－ 二・ �■J　　　　　比 健　　膿　　軸　．娩 �1㌧前！ 、11 ��り り ��町役壌保健》鎚 ��町　　　　　民 

撫　　体　　教　　宰 � �l拍 一一1 �0 日 ��・111■ ��■J　　　　　民 

2／4 �金 �li　　　　C　　　　（； �丁稚 ��：り ：：1 �I I �総で盲hl絶・ヒ �タ・一 隋 �生後3か月－3歳児 

2／7 �月 �こうのとりクラブ（安虎学抜目1） �’rItl �� �I �総r甘hl袖▲七 �クー 隋 �雅嶋さんとその夫 

2／10 �木 �リ　ハ　ビ　リ　救　肇 �′t二練l �� �l 〉 �搬r書hl柑：一ヒ �タ・一・ 肝 �町　　　　　民 健　　膿　　棚　　汲 �′H的 ‾－】 �� �〉 I �lJ役朋保鯉城宰 ��町　　　　　拭 

撫　　体　　教　　4号 �’トIlil 一一l ��：ニ1 ：：】 �I �総「†IM祉七 �クーー 臍 �■J　　　　　民 

2／14 �月 �こうのとIけラブ（安席学級）（2） �’t二織l �� �〉 ） �総合裾祉セ �タ－ 二▲ �妊嶋さんとその夫 

2／15 �火 �再ツベルクリン反応検査 �’トIt ��：り ：：‡ �I I �総rナIM祉七 �タ一・ 二・ �生後3か月－3歳児 

嘉手納町役場　予防環境課　TEL956－1111（内127）

コンピュータ2000年問題
2000年間題は・・・？

西暦2000年を迎えたときコンピュータシステムが誤作

動し、社会に悪影響をもたらすことが心配されていました。

各家庭においてのトラブルは無かったでしょうか？

本町でもチラシ等により2000年間鰯への対応として以

下の準備を呼びかけていました。

○水（飲み水、トイレ用など）

＊水道水をポリタンク等に備蓄

＊風呂桶に水をためておく（子ども適が誤っておぼれた

りしないよう注意する）

○食　料

＊保存の利くものを多く。

0．軋曜器H

＊炊飯臥　璃気ポットは停亀時には使えません。注意し

ましょう。

○ラジオ

＊乾璃池で使えるものを用意しましょう。

0日忙中

＊2000年間題の影響を受けない移動手段です。手入れ

を行い、修理セットなども用意しておきましょう。

0日動車、パイク等

＊ガソリンは満タンにしておきましょう。

○パソコン

＊メーカーに確認、あるいはホームページを見て対応し

ておきましょう。

＊重要な情報（住所録など）は印刷しておきましょう。

○滝．溝

＊2000年1月111に通誹がHJ能かと確認するのはやめ

ましょう。電話が通じにくくなります。

○肘貯金等
＊念のため咋刺こ受け取る領収発等を保管し、2000年

1月以降に受け取る触収爵等に誤りがないかチェック

しましょう。

りH甘十∵∵∵日用パ十日旧いこりす二．川ぺを卜．Jて∫、ヱCiてい

；・。

嘉手納町西暦2000年対策本部

本部長宮城篤実

本部事務局嘉手納町役場総務課

TEL956－1111（内220、221）

ー13－

平成12年1月1日　、、こ＼二、こ＼ニーこ、く＼二＼こヽこヽこヽ＝叩くさくさくこくコ

嘉手納町長
宮　城　篤　実

皐三量＿二七一山

J
t
基
∴
十
　
仁

－．ノード　　　「

町
の
将
来
像

「
ひ
と
、
未
来
か
が
や
く
交
流
の
ま

ち
　
か
で
な
」
　
を
こ
の
町
の
将
来
像

に
定
め
ま
し
た
。
昨
年
立
ち
上
げ
ま

し
た
「
嘉
手
納
2
1
世
紀
躍
進
プ
ラ
ン
」

は
町
民
、
議
会
、
役
場
が
一
体
と
な
り
、

国
や
県
や
関
係
機
関
の
方
々
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
順
調
に
進
め

て
お
り
ま
す
。
街
の
再
開
発
、
総
合

再
生
事
業
、
情
報
通
信
産
業
、
人
材

の
育
成
、
多
角
的
な
町
民
福
祉
が
柱

【
　
－

と
な
り
ま
す
．

ま
ち
の
形
成

わ
が
町
の
歴
史
を
た
ど
れ
ば
、
人
々

の
行
き
交
い
が
町
の
形
成
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
現
在
の
町

の
状
況
も
こ
の
町
に
住
ん
で
い
る
人
々

の
心
遣
い
に
も
深
い
か
か
わ
り
が
あ

り
ま
す
。
去
る
大
戦
前
の
嘉
手
納
は
、

沖
縄
本
島
の
ほ
ぼ
中
間
と
い
う
地
理

的
条
件
も
あ
り
、
昔
か
ら
南
北
の
結

節
点
と
し
て
栄
え
、
首
里
、
那
覇
、

糸
満
、
国
頭
、
本
部
か
ら
の
移
住
者

が
租
砂
糖
の
取
引
や
小
売
業
等
を
営
み
、

活
況
を
呈
し
次
第
に
街
が
形
造
ら
れ
、

酒
屋
、
旅
館
、
料
亭
、
雷
店
が
立
ち
、

登
記
所
、
銀
行
、
郵
便
局
、
警
察
署

も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
県
立

農
林
学
校
、
青
年
師
範
学
校
、
沖
縄

製
楯
嘉
手
納
工
場
が
あ
っ
て
中
頭
郡

に
お
け
る
教
育
、
文
化
、
経
済
の
中

心
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
し
た
。
こ
の
賑
わ
い
を
支
え
て

い
た
の
が
比
謝
川
と
軽
便
鉄
道
で
す
。

街
に
沿
っ
て
流
れ
る
比
謝
川
の
ほ
と

故
郷
は

戦
争
は

街
を
無
惨

ま
し
た
。

初
の
上
陸

薯
も
。
よ

れ
ま
し
た

っ
て
強
制

れ
た
　
「
中

領
に
よ
っ

、l

校
か
ら
は
幾
多

出
さ
れ
ま
し
晦

撃
滅
…
軽
野

リ
に
は
市
が

本
島
北
部
h

類
を
積
み
n

お
め
で
患

け
」
ま
し
て
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1数人で埠めを

正対指発式を行っ
頼子ど亀たちが参加しご

どもたちを激励。手どもたちは「中央

息子件も火事が出ないよう、がんばります！」
、ど激柳ここたえました。
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平成12年1月1日＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼、＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼拡聯紗でな

国が行う住宅防音工事では、現状のサッシを撤去し、防音サッシを取付ていますが、住宅

防音工事を実施される方の希望によりr出窓工法」サッシの取付工事も実施しております。

出窓工法サッシ取付とは、現状のサッシをそのまま残して、その窓の外側に防音サッシを

取付る工法です。

出窓式サッシ取付を希望される方（住宅所有者又は借家人）は、住宅の構造及び施工上の

検討等を行う必要がありますので、設計事務所等ともご相談を行って下さい。

なお、住宅防音工事についてのご不明なことや詳細については以下にお問い合わせ下さい。

【住宅防音工事についてのお問い合わせ先】

◎那覇防衛施設局事業部施設対策第三課

住　　所：〒900－8574那覇市久米1－5－16

電話番号：098－868－0174（内線436～440）

◎財団法人防衛施設周辺整備協会沖縄支所

住　　所：〒904－0203嘉手納町字嘉手納605番地

電話番号：098－956－0750（代）

嘉
手
納
町
職
員
採
用
候
補
者
試
鹸

一
、
職
　
　
　
種
＝
一
般
行
政
職
A
　
（
土
木
・
建
築
等
技
術
系
）

一
般
行
政
職
B
　
（
情
報
処
理
系
）

一
般
行
政
職
C
　
（
事
務
系
）

二
、
受
験
資
格
＝
日
本
園
民
で
、
昭
和
四
十
年
四
月
二
田
以
降
出
生
L

A
　
短
期
大
学
又
は
専
修
学
校
専
門
課
程
以
上
の
学
校
で
土
木
工

学
、
建
築
工
学
の
専
門
学
科
を
卒
業
し
た
壱
（
平
成
十
二
年
三

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
。
）

又
は
、
二
級
建
築
士
、
二
親
土
木
施
工
管
理
技
士
以
上
の
免
許

取
得
者

B
　
短
期
大
学
又
は
専
修
学
校
専
門
課
程
以
上
の
学
校
で
情
報
処

理
、
情
報
工
学
専
門
学
科
を
卒
業
し
た
毒

若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
と
認
め
ら
れ
る
者
（
平
成
十
二
年

三
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
。
）

C
　
平
成
十
一
年
十
月
三
十
日
現
在
慕
手
納
町
に
住
所
を
有
し
、

引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
者
及
び
そ
の
子
女
で
学
業
等
の
事
由

に
よ
り
一
時
的
に
住
所
を
他
に
移
転
し
て
い
る
書
で
、
高
等
学

校
（
平
成
十
二
年
三
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
以
上
の
学
歴
を

有
す
る
者

三
、
採
用
予
定
人
員
＝
若
干
名

四
、
第
一
次
試
験
日
平
成
十
二
年
一
月
二
十
八
日
（
金
）
午
前
十
時
〓
般
教
養
・
小

期
日
及
び
場
所
　
論
文
）
嘉
手
納
町
中
央
公
民
館
三
階
大
ホ
ー
ル

五
、
申
込
雷
の
交
付
＝
所
定
の
申
込
暮
を
平
成
十
一
年
十
二
月
十
四
日
（
火
）
か
ら
総
務

部
総
戎
薩
で
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
用
紙
等
の
送
付
希
望
者

は
、
返
送
用
切
手
と
封
筒
を
同
封
の
う
え
申
込
み
く
だ
さ
い
。

六
、
受
験
申
込
の
万
＝
所
定
の
申
込
暮
に
よ
り
平
成
十
二
年
一
月
六
日
（
木
）
か
ら
平
成

法
と
受
付
期
間
　
十
二
年
一
月
十
九
日
（
水
）
ま
で
に
直
接
総
務
部
総
務
譲
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
平
成
十
二

年
一
月
十
九
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と
す
る
。

七
、
問
い
合
わ
せ
＝
詳
細
に
つ
い
て
は
、
寡
手
納
町
役
場
総
務
部
総
務
課
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

t
話
〇
九
八
－
九
五
六
－
二
　
二
　
（
内
線
二
二
こ


